電子物性補足プリント（平成21年6月24日）

前半授業

金属の性質
フェルミレベル付近のキャリアが電流を流す。

半導体の性質
（もしあれば）伝導帯の電子、価電子帯の正孔が動いて電流を流す。



フェルミレベルにより電子、正孔密度がコントロールできる。






⇒　以上は学期末試験でも出題範囲
前半授業省略部分

p．43図7.6　電子のエネルギーバンド（許容帯が広いエネルギーにわたって形成される）
電子の波が平坦なもの、ｘ、ｙ、ｚなどの方向に振動するものと変化すると


エネルギーが変化することに対応






⇒（学部授業の範囲外：覚えないように）
日程

第9回 6月24日 電子の群速度と有効質量 


今日　ねらい　半導体の復習、キャリアの意味合い、数式の扱い　 　 　 

第10回 7月1日 半導体における諸効果、電子放出


来週　ねらい　実験でやるホール効果などの説明、電界放出等の序論 　 　 　 

第11回 7月8日 誘電体 


ねらい　誘電体での電界のようすの説明　 　 　 

第12回 7月15日 誘電体 


ねらい　誘電分散（周波数で誘電率、損失変化する）の説明と用途など　 　 　 

第13回 7月22日 磁性、超伝導 


　 　 　 

第14回 7月24日 まとめと演習

学期末試験の評価方法


中間試験と学期末試験の得点を合計して評定

電子物性ワークシート　6月24日分

自由電子　


真空中（電位の変化なし）を自由に飛行する電子


電子の波（粒子一個分の波の束）が移動する。（図12.1）

群速度


波の束がどのように進むか


ある場所の位相（振幅でなくΨの値に対応）は無視

有効質量


キャリア（電子、正孔）の動きにくさ


自由電子（E = 
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)または、式12.1　との類推


（詳細は忘れる）正孔も含めやや軽い粒子としてふるまう。

キャリア密度

式12.12


⇒　np積一定：電子と正孔ともにある状態

式12.15


⇒　キャリア密度：ドナー密度、温度で変化
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